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1──華西辺疆研究の歴史と課題
　
中
国
人
類
学
に
お
け
る
「
華
西
」
と
は
、
中
国
の
西
部
と
い
う
地
理
上
の
言
葉
で
は
な
い
。
歴
史
上
の
「
西
南
地
区
」、
す
な
わ
ち
四
川
、
貴
州
、
雲
南
、
広
西
、
チ
ベ
ッ
ト
、
甘
粛
な
ど
辺
疆
の
民
族
地
区
を
含
む
広
範
な
地
域
を
指
す
。
こ
れ
は
、
民
国
期
に
、
成
都
の
「
華
西
協
合
大
学
」
を
中
心
に
行
わ
れ
た
人
類
学
研
究
が
対
象
と
し
た
地
域
で
も
あ
る
。
　「
華
西
協
合
大
学
」（
略
称
、
華
西
大
学
）
は
、
一
九
一
二
年
、
四
川
省
成
都
市
華
西
区
（
現
在
の
四
川
大
学
華
西
校
区
、
華
西
壩
と
も
い
う
）
に
創
立
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学
で
あ
る
。
教
会
で
は
、
布
教
の
た
め
に
各
地
の
情
報
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
、
華
西
大
学
は
人
類
学
や
社
会
学
を
重
視
し
、
西
欧
人
類
学
の
理
論
や
方
法
を
導
入
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
情
報
収
集
と
と
も
に
研
究
を
進
め
た
。
ま
た
、
一
九
二
二
年
に
は
華
西
大
学
内
に
外
国
籍
研
究
者
が
「
華
西
辺
疆
研
究
学
会
」
を
設
け
、
英
文
学
会
誌
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』（
一
六
巻
二
〇
冊
、
論
文
三
〇
〇
余
篇
）
を
刊
行
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
。
こ
れ
は
中
国
人
類
学
に
お
け
る
系
統
的
な
少
数
民
族
研
究
の
始
ま
り
と
い
え
る
。
　
さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
対
日
抗
戦
期
に
は
、
金
陵
、
斉
魯
、
燕
京
な
ど
六
つ
の
大
学
が
成
都
に
避
難
し
て
き
て
、
多
く
の
国
内
の
著
名
な
人
類
学
、
社
会
学
、
歴
史
学
、
考
古
学
な
ど
の
研
究
者
が
華
西
壩
に
集
結
し
た
。
彼
ら
は
、
地
元
の
華
西
大
学
や
四
川
大
学
な
ど
の
研
究
者
と
と
も
に
人
類
学
や
社
会
学
等
を
教
え
て
人
材
を
育
成
し
、
同
時
に
、
華
西
辺
疆
研
究
学
会
に
参
加
し
て
民
族
地
区
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
人
類
学
や
社
会
学
の
「
中
国
化
」
が
進
ん
だ
時
期
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
者
集
団
は
「
華
西
」
の
名
で
よ
ば
れ
、
所
謂
「
華
西
学
派
」
が
形
成
さ
れ
た
。
　「
華
西
学
派
」
と
は
、
二
〇
〇
七
年
に
四
川
省
民
族
研
究
所
の
李
紹
明
（
一
九
三
三
－
二
〇
〇
九
）
が
論
文
「
略
論
中
国
人
類
学
的
華
西
学
派
」（『
広
西
民
族
研
究
』
二
〇
〇
七
年
第
三
期
）
で
初
め
て
提
唱
し
た
、
中
国
人
類
学
史
の
新
た
な
一
学
派
で
あ
る
。
華
西
大
学
に
集
結
し
た
人
類
学
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
西
南
民
族
研
究
、
特
に
、
康
蔵
地
区
（
現
在
の
四
川
省
甘
孜
蔵
族
自
治
州
、
阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
、
涼
山
彝
族
自
治
州
）
の
チ
ベ
ッ
ト
族
や
チ
ャ
ン
族
、
イ
族
な
華
西
辺
疆
研
究
の
歴
史
と
課
題 
編
集
部
2
ど
の
民
族
研
究
に
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
、
大
学
創
立
時
か
ら
一
九
五
二
年
に
院
系
調
〉
1
〈
整
で
活
動
が
停
止
さ
れ
る
ま
で
の
約
四
〇
年
間
存
続
し
た
。
　
し
か
し
、「
華
西
学
派
」
お
よ
び
そ
の
研
究
成
果
は
、
中
国
の
人
類
学
史
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
そ
の
成
果
も
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
実
は
、
院
系
調
整
で
華
西
大
学
を
吸
収
合
併
し
た
四
川
大
学
の
関
係
者
で
す
ら
、
現
在
、
華
西
大
学
や
華
西
学
派
の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
者
は
多
く
な
い
。
李
紹
明
は
、
華
西
学
派
を
提
唱
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
四
川
大
学
歴
史
系
（
学
部
）
出
身
で
四
川
近
代
史
専
攻
の
あ
る
若
手
研
究
者
が
自
著
の
序
文
「
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
グ
ラ
ハ
ム
を
探
し
て
」
に
、
ア
メ
リ
カ
で
博
士
論
文
を
執
筆
し
た
時
に
、
グ
ラ
ハ
ム
の
論
文
を
必
死
に
探
し
た
ら
、
実
は
彼
は
華
西
大
学
の
教
員
で
非
凡
な
研
究
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
と
書
い
て
い
た
。
李
紹
明
は
こ
れ
を
み
て
と
て
も
驚
き
、
先
人
と
し
て
語
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
強
い
自
責
の
念
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
西
南
民
族
研
究
発
展
の
た
め
に
華
西
学
派
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
意
義
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
心
し
た
と
語
る
。
　
李
紹
明
は
、「
華
西
大
学
の
最
後
の
学
生
で
、
か
つ
新
中
国
が
養
成
し
た
第
一
世
代
の
学
者
で
も
あ
り
、
民
族
学
と
歴
史
学
、
西
洋
の
理
念
と
中
国
の
伝
統
的
道
徳
観
念
を
学
ん
だ
学
〉
2
〈
者
」
と
い
わ
れ
、
欧
米
の
民
族
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
民
族
学
の
両
方
を
学
ん
だ
西
南
中
国
民
族
学
を
代
表
す
る
、
華
西
学
派
を
語
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
学
者
で
あ
る
。
　
日
本
に
お
い
て
も
、
民
国
期
の
華
西
に
お
け
る
民
族
研
究
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
も
チ
ャ
ン
族
や
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
の
研
究
に
お
い
て
民
国
期
の
先
行
研
究
を
よ
く
引
用
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
華
西
学
派
と
し
て
意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
四
川
大
学
に
留
学
中
、
歴
史
系
資
料
室
に
民
国
期
の
英
文
論
文
や
辺
疆
服
務
等
の
資
料
が
雑
然
と
積
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
て
、
そ
の
資
料
の
重
要
性
に
驚
喜
し
た
記
憶
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
華
西
学
派
の
遺
産
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
、
李
紹
明
論
文
を
読
ん
だ
後
で
あ
り
、
二
〇
一
四
年
に
復
刻
出
版
さ
れ
た
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
（
整
理
影
印
全
本
）』（
全
一
〇
巻
、
四
川
大
学
博
物
館
整
理
、
中
華
書
局
）
を
手
に
し
た
時
だ
っ
た
。
　
結
局
、
華
西
学
派
に
関
す
る
討
論
は
、
李
紹
明
が
二
〇
〇
九
年
に
逝
去
し
た
た
め
に
一
旦
中
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
弟
子
の
李
錦
（
四
川
大
学
）
が
「
一
九
二
〇
〜
四
〇
年
代
の
人
類
学
華
西
学
派
の
学
術
体
系
研
究
」（
二
〇
一
七
年
度
国
家
社
会
科
学
基
金
重
大
招
標
項
目
）
を
提
起
し
て
、
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
た
。
本
号
で
紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ま
さ
に
華
西
学
派
と
華
西
辺
疆
に
関
す
る
研
究
の
第
一
歩
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
特
集
「
華
西
辺
疆
研
究
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
民
国
期
の
華
西
辺
疆
研
究
に
つ
い
て
歴
史
的
背
景
や
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華
西
学
派
等
の
視
点
か
ら
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
西
南
民
族
研
究
に
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
考
察
す
る
。
構
成
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
論
説
か
ら
な
る
。
ま
ず
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
民
国
期
の
華
西
研
究
の
実
態
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
次
に
、
論
説
で
は
、
九
篇
の
論
考
に
よ
っ
て
現
在
の
西
南
民
族
研
究
の
水
準
と
特
徴
を
示
し
、
両
者
の
関
連
性
と
継
承
性
、
今
後
の
研
究
の
方
向
に
つ
い
て
考
え
る
。
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
〇
世
紀
前
半
の
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
」
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
二
三
日
に
四
川
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
、
華
西
学
派
に
つ
い
て
「
一
九
二
〇
〜
四
〇
年
代
の
人
類
学
華
西
学
派
の
学
術
体
系
研
究
」
に
関
す
る
問
題
提
起
と
そ
れ
に
対
す
る
提
言
が
な
さ
れ
、
次
に
、
華
西
辺
疆
研
究
の
実
態
と
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
、
多
様
な
視
点
が
報
告
さ
れ
た
。
報
告
は
五
つ
の
内
容
に
分
か
れ
る
。
第
一
は
李
紹
明
の
基
調
論
説
、
第
二
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
、
第
三
は
華
西
辺
疆
研
究
と
華
西
学
派
研
究
の
意
義
、
第
四
は
華
西
学
派
研
究
の
諸
テ
ー
マ
、
第
五
は
華
西
学
派
の
学
術
体
系
で
あ
る
。
　
論
説
は
、
す
べ
て
長
期
に
わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
に
し
た
民
族
研
究
で
あ
る
。
対
象
と
し
た
民
族
は
、
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
、
チ
ャ
ン
族
、ヤ
オ
族
、
漢
族
お
よ
び
歴
史
上
の
「
西
南
民
族
」
で
あ
る
。
　
こ
の
う
ち
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
を
対
象
と
し
た
も
の
は
四
篇
あ
り
、
ア
ム
ド
、
カ
ム
、
ギ
ャ
ロ
ン
、
タ
シ
ュ
と
い
う
下
位
グ
ル
ー
プ
（「
族
群
」）
を
取
り
あ
げ
る
。
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
は
、
総
人
口
一
四
九
万
六
五
二
四
人
（
二
〇
一
〇
年
）
で
、
ア
ム
ド
、
カ
ム
、
ギ
ャ
ロ
ン
、
白
馬
、
グ
イ
チ
ョ
ン
、
ア
ル
ス
、
ダ
ウ
、
ジ
ャ
バ
、
ム
ニ
ャ
、
ナ
ム
イ
、
シ
ヒ
ン
、
チ
ョ
ユ
な
ど
の
下
位
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
が
、
ア
ム
ド
や
カ
ム
、
ギ
ャ
ロ
ン
以
外
は
人
口
も
少
な
く
、
母
語
消
滅
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
　
ま
ず
、
李
錦
「
家
屋
の
意
義
」
は
、
四
川
省
雅
安
市
の
蹺
磧
ギ
ャ
ロ
ン
・
チ
ベ
ッ
ト
族
を
事
例
と
し
て
、「
房
名
」（
家
屋
の
名
称
）
継
承
の
過
程
に
お
け
る
婚
姻
と
居
住
に
関
す
る
原
則
の
具
体
的
な
機
能
と
親
族
関
係
を
論
じ
、
家
屋
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
蹺
磧
は
交
通
不
便
な
山
間
に
位
置
し
、
旧
来
の
生
活
習
慣
を
最
も
よ
く
残
す
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
袁
暁
文
「
タ
シ
ュ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
の
歴
史
の
記
憶
と
族
群
の
認
識
」
は
、
歴
史
資
料
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
結
果
を
用
い
た
「
史
誌
結
合
」
の
典
型
的
な
論
説
で
、
タ
シ
ュ
の
形
成
に
関
わ
る
歴
史
的
な
複
雑
性
を
彼
ら
の
伝
説
や
習
慣
、
民
族
間
関
係
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
袁
自
身
が
タ
シ
ュ
で
あ
り
、
自
民
族
研
究
の
成
果
と
い
え
る
。
　
川
田
進
と
小
西
賢
吾
は
、
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
の
大
多
数
を
占
め
る
カ
ム
、
ア
ム
ド
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
寺
院
お
よ
び
教
徒
と
中
国
共
産
党
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
こ
の
う
ち
川
田
論
説
は
、
阿
壩
州
阿
壩
県
の
大
僧
院
キ
ル
テ
ィ
寺
院
と
甘
孜
州
色
達
県
の
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
と
い
う
二
つ
の
宗
教
拠
点
を
舞
台
に
し
た
中
国
共
産
党
の
統
一
戦
線
活
動
4
に
焦
点
を
あ
て
、
抗
議
の
焼
身
自
殺
な
ど
に
よ
っ
て
共
産
党
に
批
判
的
に
対
応
す
る
前
者
と
柔
軟
な
道
を
探
る
後
者
を
比
較
し
て
、
東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
政
教
関
係
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
小
西
論
説
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族
と
漢
族
の
境
界
に
位
置
す
る
阿
壩
州
松
潘
県
に
お
い
て
、
ボ
ン
教
の
Ｓ
僧
院
の
落
慶
法
要
と
Ｓ
村
の
ボ
ン
教
徒
を
事
例
と
し
て
、「
本
土
宗
教
」
と
し
て
の
ボ
ン
教
の
地
域
を
越
え
た
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
更
新
」
と
い
う
動
態
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
と
も
に
、
チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
核
心
部
分
で
あ
る
が
、
現
在
の
政
治
体
制
下
で
は
中
国
人
研
究
者
が
取
り
あ
げ
に
く
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
　
チ
ャ
ン
族
を
対
象
と
し
た
耿
静
「
岷
江
上
流
の
チ
ャ
ン
族
と
漢
族
の
歴
史
的
関
係
」
は
、
汶
川
県
雁
門
郷
蘿
蔔
寨
村
を
事
例
と
す
る
。
同
村
は
、
現
在
も
日
常
語
と
し
て
チ
ャ
ン
語
を
用
い
、
伝
統
文
化
を
よ
く
残
す
と
さ
れ
る
が
、
同
時
に
そ
の
言
語
や
風
俗
習
慣
、
民
間
宗
教
に
は
、
所
謂
漢
文
化
の
要
素
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
外
来
文
化
の
受
容
に
表
れ
た
漢
族
と
の
歴
史
的
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
　
ヤ
オ
族
を
対
象
と
し
た
張
琪
「
土
地
へ
の
依
存
と
来
世
現
世
間
の
秩
序
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
な
い
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
里
湖
瑶
族
郷
や
八
玗
瑶
族
郷
、
貴
州
省
の
瑶
山
瑶
族
郷
に
分
布
す
る
、
人
口
四
万
人
余
り
の
白
褲
ヤ
オ
の
「
牛
祭
」
を
取
り
あ
げ
、
先
行
の
説
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
牛
祭
及
び
そ
の
後
の
儀
式
に
お
け
る
象
徴
の
使
用
に
つ
い
て
分
析
し
、
牛
祭
の
真
の
目
的
と
白
褲
ヤ
オ
文
化
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
理
論
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
着
実
に
ふ
ま
え
た
若
手
の
儀
礼
研
究
で
あ
る
。
　
歴
史
上
の
「
西
南
民
族
」
を
対
象
と
し
た
李
沛
容
「
古
史
伝
説
に
お
け
る
漢
「
苗
」
関
係
と
近
代
中
国
に
お
け
る
国
族
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
」
は
、
多
民
族
国
家
中
国
に
お
い
て
現
在
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
中
華
民
族
化
」（
国
族
化
）
に
よ
る
国
民
国
家
建
設
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
近
代
中
国
に
お
け
る
国
族
構
築
で
は
、「
泛
苗
化
」
さ
れ
た
西
南
民
族
を
ど
の
よ
う
に
国
族
化
す
る
か
が
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
李
論
説
は
、
古
史
伝
説
に
お
け
る
漢
苗
関
係
の
解
釈
が
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
勢
力
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
か
分
析
す
る
。
中
国
伝
統
の
歴
史
学
的
手
法
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
華
西
の
「
西
南
民
族
」
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
取
り
く
ん
だ
労
作
で
あ
る
。
　
王
田
「
民
国
期
の
四
川
西
北
地
区
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
の
栽
培
売
買
と
族
群
政
治
」
は
、
ア
ヘ
ン
の
大
生
産
地
を
ひ
か
え
た
四
川
省
阿
壩
州
理
県
の
雑
谷
脳
河
流
域
（
岷
江
系
）
に
お
い
て
、
軍
閥
や
袍
哥
、
煙
幇
、
チ
ベ
ッ
ト
族
や
チ
ャ
ン
族
、
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
族
と
密
接
に
繋
が
っ
た
甘
粛
省
洮
州
の
回
族
商
人
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
趕
煙
会
」
の
ア
ヘ
ン
市
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、「
族
群
政
治
」
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
百
年
余
り
を
経
て
よ
う
や
く
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
最
後
の
河
合
洋
尚
「
四
川
省
に
お
け
る
〈
客
家
空
間
〉
の
生
成
」
は
、
成
都
市
東
山
地
区
の
「
広
東
人
」
が
客
家
人
と
し
て
再
解
釈
さ
5──華西辺疆研究の歴史と課題
れ
、「
観
光
化
」
に
よ
っ
て
新
た
な
「
客
家
空
間
」
が
生
成
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
あ
ざ
や
か
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
空
間
化
」
と
い
う
切
り
口
が
、
近
年
、
全
国
で
み
ら
れ
る
民
族
文
化
の
遺
産
化
や
画
一
化
を
考
え
る
上
で
有
用
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
か
ら
、
近
年
の
華
西
研
究
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
第
一
に
、
研
究
対
象
の
範
囲
は
、
民
国
期
の
「
華
西
」、
す
な
わ
ち
歴
史
上
の
西
南
民
族
地
区
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
お
り
、
民
国
期
の
華
西
辺
疆
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
成
立
し
た
西
南
民
族
学
会
の
西
南
民
族
研
究
に
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
当
時
の
研
究
の
中
心
で
あ
っ
た
康
蔵
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
費
孝
通
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
蔵
彝
走
廊
研
究
の
地
域
や
対
象
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
や
は
り
現
在
の
西
南
民
族
研
究
の
中
心
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
研
究
方
法
は
、
従
来
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
重
視
と
歴
史
資
料
の
活
用
に
加
え
て
、
欧
米
の
理
論
に
よ
る
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
研
究
テ
ー
マ
は
、
現
在
の
政
治
体
制
下
で
中
国
側
と
日
本
側
が
そ
れ
ぞ
れ
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
、
双
方
の
立
場
を
生
か
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
　
第
三
は
、
民
国
期
の
「
遺
産
」
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
特
に
、
復
刻
さ
れ
た
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』
の
具
体
的
な
内
容
や
海
外
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
は
研
究
が
俟
た
れ
る
。
　
本
特
集
は
、
華
西
辺
疆
研
究
お
よ
び
華
西
学
派
に
関
す
る
討
論
再
開
の
第
一
歩
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
の
華
西
研
究
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
、
別
の
未
知
な
る
遺
産
の
発
見
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
注〈1
〉 
院
系
調
整
と
は
ソ
連
モ
デ
ル
に
な
ら
っ
て
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
の
改
造
と
調
整
の
こ
と
。
教
会
学
校
や
私
立
学
校
が
公
立
と
さ
れ
、
学
部
学
科
の
統
合
改
編
で
人
文
系
の
政
治
学
や
社
会
学
な
ど
が
停
止
さ
れ
た
。
〈
2
〉 
李
紹
明
口
述
、
伍
婷
婷
記
録
整
理
『
変
革
社
会
中
的
人
生
與
学
術
』
世
界
図
書
出
版
公
司
、
二
〇
〇
九
年
、
整
理
説
明
一
頁
。
 
（
松
岡
正
子
）
